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例言

１　本報告書は高松市都市計画道路朝日町仏生山線整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書で、高松市多肥上

　町に所在する多肥平塚遺跡（たひひらつかいせき）に関する報告である。

２　発掘調査地及び調査期間は、次のとおりである。

　調査地：　高松市多肥上町　

　発掘調査：平成２８年６月１４日～平成２８年７月２７日

　整理作業：平成２８年１０月１日～平成２９年３月３１日

３　発掘調査及び整理作業は、高松市教育委員会が実施した。ただし、地方自治法第 180 条の 7 に基づく補助

    執行により、高松市創造都市推進局文化財課文化財専門員　渡邊誠、香川将慶が担当した。

４　本報告書の執筆及び編集は、香川が担当した。

５　本報告書掲載の遺物写真撮影は、西大寺フォトに委託した。

６　本書の挿図として、国土地理院発行２万５千分の１の地形図「高松南部」を一部改変して使用した。

７　本報告のうち標高値を示したものは海抜高を表し、方位は座標（世界測地系）の北を示す。

８　本書で用いる遺構の略号は次のとおりである。

　ＳＤ：溝跡　ＳＫ：土坑　Ｐ：ピット

９　発掘調査で得られたすべての資料は高松市教育委員会が保管している。
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第１章　調査の経緯と経過
第１節　調査の経緯

　平成２７年度に当該地において、高松市（道路整備課）が都市計画道路朝日町仏生山線整備事業を実施する

にあたり、高松市教育委員会（補助執行により高松市文化財課）に埋蔵文化財包蔵地の照会があった。当該地

は、当初、周知の埋蔵文化財包蔵地ではなかったが、「多肥平塚遺跡」に近接することから、埋蔵文化財の包

蔵状況を確認するため、平成２８年３月２２日から３月２４日の期間に試掘調査を実施した。

　試掘調査の結果、当該地で埋蔵文化財の包蔵状況を確認したことから、近接する「多肥平塚遺跡」の一部と

判断し、埋蔵文化財包蔵地の範囲変更を行うとともに、事業実施に当たっては埋蔵文化財の保護が必要である

旨を伝えた。

　高松市から６月９日付けで文化財保護法第９４条第１項に基づく埋蔵文化財発掘の通知が高松市教育委員会

（以下、市教委）に提出された。その通知を香川県教育委員会に進達したところ、香川県教育委員会から２８

年６月１３日付けで事前の発掘調査を実施する旨の行政指導があったため、高松市と協議した結果、市教委を

主体に発掘調査を実施することになった。

第２節　発掘調査・整理作業の経過

　上記の経緯によって、下記の範囲（図１）を発掘調査することになった。平成２８年６月１４日より重機掘

削を開始し、７月２７日に事務所を撤去し現地調査を終了した。調査の経過は下記の調査日誌のとおりである。

　調査区の設定は既存のコンクリート畦畔を境にＡ区及びＢ区とした。

調査日誌

　６月１３日（月）　事務所設置。

　６月１４日（火）　重機掘削、遺構確認。

　６月１６日（木）　基準点設置。

　６月１７日（金）　重機掘削終了。

　６月２０日（月）　遺構掘削開始。

　６月２３日（木）　現場水没。

　７月１２日（火）　遺構全体図作成開始、基本土層図の

　　　　　                 作成。

　７月２０日（水）　遺跡全景写真撮影。

　７月２１日（木）　埋戻し開始。

　７月２６日（火）　埋戻し終了。

　７月２７日（水）　事務所撤収、現場終了。

　整理作業は１０月 1 日より遺物の洗浄、実測及び図面のトレースを行い、１１月 1 日より執筆及び編集作

業に取り掛かり、平成２９年 3 月３１日に報告書の刊行をもって完了した。

第１図　　調査地位置図
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第２章　地理的・歴史的環境
第１節　地理的環境

　高松市は香川県の中央やや東寄りに位置し、市域の大部分は讃岐平野の一部を形成する高松平野が広がって

いる。南部に讃岐山脈の北縁がかかり、東部に屋島、立石山塊、浄願寺山、西部に青峰、堂山の山系が連なり、

石清尾山が平野中央部に存在する。いずれも約１４００万年前の火山活動によって噴出した溶岩が侵食された

メサ、あるいはビュート型の溶岩台地で、20～ 300mの低い山地である。北方は瀬戸内海に面し、男木島、

女木島、大槌島、小槌島等の島々も市域に含み、備讃瀬戸を挟んで岡山県と対峙する。

　多肥平塚遺跡が立地する高松平野の微地形や形成過程については、高橋学氏により詳細な分析がされている

（高橋 1992）。高松平野は、大局的に周縁部から山地域‐丘陵域‐平野域の順に地形を分類することが可能

であるとされる。ただし、平野中央部や北端の海岸部付近にも石清尾山塊や屋島等、複数みられる。詳細にみ

ると、山地・丘陵地縁辺部に更新世の川床低下により形成された段丘面がみられ、さらに海浜部に向かって、

三角州帯や自然堤防帯などの沖積面が広がる。一般的に沖積平野の形成過程は山地・丘陵地から沖積面へと移

行する部分に扇状地帯が、海浜部近くに三角州帯が形成され、その中間に自然堤防帯が形成される。しかし、

高松平野をはじめとする瀬戸内海地域の多くの平野部は、山から海までの距離が短く、河川規模が小さいこと

から、扇状地帯の上に自然堤防帯が重複する現象がみられると指摘されている。

　完新世地形である沖積面についてみると、その変遷過程が読み取れる。沖積面は当初、高松平野を流れる香

東川などの主要な河川の本流から細かく枝分かれした複数の自然流路の埋没が進んだ低地帯、自然堤防をはじ

めとした微高地等の存在により、比較的起伏にとんだ地形面を呈していたことが、微地形分析や既往の発掘調

査等により明らかになっている。

　多肥平塚遺跡の周辺の地形は南から北へ若干傾斜する平地に立地する。所々に自然堤防と推定される微高地

が見られる存在、農業用水を確保するため数多くのため池が存在し、出水（ですい）と呼ばれる自噴地下水脈

が確認されている。調査地周辺では、栗木出水、平井出水、鈴木出水などが見られる。調査区内でも出水と考

えられる噴出地を確認した。

第２節　歴史的環境

　高松平野における遺跡の様子は、大規模な開発事業（高松東道路建設事業、空港跡地開発事業等）等に伴う

事前調査により、解明されつつある。今回の調査地である多肥上町周辺も香川県立高松桜井高等学校の建設（多

肥松林遺跡）や都市計画道路の建設（多肥松林遺跡、多肥宮尻遺跡等）に伴う事前調査が行われ、埋蔵文化財

の包蔵状況を知ることができた。

　周辺地域の遺跡ついては以下のとおりである。

　多肥北原遺跡では 7世紀～奈良時代頃の竪穴建物跡及び掘立柱建物跡が検出された。緑釉陶器や灰釉陶器

が出土し、近くに比定される多肥廃寺との関わりも指摘されている。

　太田原高洲遺跡では弥生時代中期後葉の区画墓 7基を確認し、同時期の墓域構成が分かる香川県内初めて

の事例である。主体部からは水晶製算盤玉 7点が出土し、丹後半島周辺で製作されたものが持ち込まれた可

能性がある。

　多肥松林遺跡はこれまで複数個所で発掘調査が実施され、特に高松桜井高等学校建設に伴う発掘調査では大

規模な調査が行われ、多くの成果が得られている弥生時代から近世にかけての集落遺跡である。弥生時代には

竪穴建物跡や掘立柱建物跡、溝跡、旧河道が確認された。弥生土器をはじめ、分銅形土製品、農耕具や銅剣形

といった木器が出土している。古墳時代から平安時代に竪穴建物跡、掘立柱建物跡が確認された。須恵器や土

師器等の土器類に、墨書土器、風字硯、祭祀に使用したと考えられる斎串が出土している。

　松林遺跡は縄文時代から平安時代にかけての集落遺跡である。この遺跡の特徴として弥生時代中期ごろに発

生した地震と考えられる噴礫が確認された。この噴礫には供献土器と考えられる土器が置かれ、「大地を治め

る」、「災害の供養」等の呪術的なものと考えられる。
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第 3章　調査の成果
第 1節　調査地の概要と基本層序

　当該地の調査前の状況は水田であり、北側には引き続き水田が広がり、南側は県道太田上町志度線が建設中

である。調査区周辺は南西方向に向かい標高が高くなり、周辺には自然堤防の名残と思われる高まりが確認で

きる。今回の調査区はコンクリート畦畔を挟んで北側を A 区、南側を B 区とした。

　調査の結果、溝 1 条、土坑 4 基、ピット 9 基を確認した。調査区全体では、遺構の密度は希薄で A 区の北

側と B 区の東側に遺構が集中する。調査区は現代の攪乱による破壊や礫層帯が広がる。出土遺物は遺構から

出土したものはなく、遺構検出時に出土したものがほとんどである。

　基本層序は A 区北壁と A 区から B 区にかけての東壁によって確認した。基本土層（第４・５図）は現代の

耕作土（1 層）及び床土（2a 層～ 2c 層）の下に暗灰黄色粘質シルト質を中心とした近世以降の遺構面（3a

層～ 3i 層）を確認した。その下層から古代以前と考えられる褐灰色粘質シルト層（4a 層）と黒褐色粘質シル

ト層（4b 層）が確認された。遺構は 4 層よりも下面で確認し、この層から高台付坏（第８図－２）が出土し

ている。Ａ区中央及び東端では、出水と考えられる噴出地点が確認された。また、東西基本土層に地震による

ものと考えられる噴礫層を確認した（Ａ層）。

　さらに、その下層は黄褐色粘質シルト層（5 層）と黄灰色砂礫層（6 層）が確認され地山と考えられる。　

北側の限られた範囲でシルト層の地山を確認しており、北側に広がるものと推測される。A 区の南半分より南

側では礫層が広がっている。

第 2節　遺構

　SD-1（第６図）

　A 区北東側で検出した。遺構の規模は全長約 4.5 ｍ×幅約 40㎝、深さ約 20㎝である。遺構の堆積土は暗褐

色シルト質層一層である。北側は攪乱により不明だが、さらに延びるものと考えられる。遺構から遺物は出土

しておらず、時期は不明である。

　SK-1（第６図）

　A 区北東で、SD-1 の東側で検出した。遺構の規模は東西約 60cm ×南北約 30cm、深さ 10cm である。遺

構の堆積土は黒褐色砂質土の単層である。この遺構は SD-1 を検出した黒褐色土層より下面の黄灰色土を地山

とした堆積層で確認しており、SD-1 より古い時期のものと考えられる。遺物は出土しておらず、時期は不明

である。

　SK-2（第６図）

 　B 区西側で検出した。遺構の規模は東西約 3m ×南北約 6m20cm、深さ 20cm である。遺構の西側は調査

区外のため不明である。遺構上面で SP-1 を確認し、SK-4 を切っている。遺構の堆積土は褐灰色砂質土の単層

である。遺物は出土しておらず、時期は不明である。

　SK-3（第７図）

　B 区西側で検出した。遺構の規模は東西約 5m ×南北約 5m20cm、深さ約 10cm である。遺構の北側は畦

畔によって破壊されている。遺構上面で SP-2.3.4.5 を確認した。遺構の堆積土は暗赤褐色砂質土の単層である。

遺物は出土しておらず、時期は不明である。

　SP-1（第７図）

　B 区西側で検出した。遺構の規模は直径 40cm、深さ約 10cm である。SK-1 を切っている。遺構の堆積土

は黒褐色砂質土の単層である。遺物は出土しておらず、時期は不明である。
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とした堆積層で確認しており、SD-1 より古い時期のものと考えられる。遺物は出土しておらず、時期は不明

である。

　SK-2（第６図）

 　B 区西側で検出した。遺構の規模は東西約 3m ×南北約 6m20cm、深さ 20cm である。遺構の西側は調査

区外のため不明である。遺構上面で SP-1 を確認し、SK-4 を切っている。遺構の堆積土は褐灰色砂質土の単層

である。遺物は出土しておらず、時期は不明である。

　SK-3（第７図）

　B 区西側で検出した。遺構の規模は東西約 5m ×南北約 5m20cm、深さ約 10cm である。遺構の北側は畦

畔によって破壊されている。遺構上面で SP-2.3.4.5 を確認した。遺構の堆積土は暗赤褐色砂質土の単層である。

遺物は出土しておらず、時期は不明である。

　SP-1（第７図）

　B 区西側で検出した。遺構の規模は直径 40cm、深さ約 10cm である。SK-1 を切っている。遺構の堆積土

は黒褐色砂質土の単層である。遺物は出土しておらず、時期は不明である。
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第３節　遺物（第８図）

　今回の調査では遺構から出土した遺物はなく、遺構検出時や遺物包含層等から出土した。出土遺物は須恵器や

土師器、釘等である。また、表採であるが、陶器片を採取した。

１は土師質土器の甕片である。出土場所は基本土層でいう４ｂ層の遺物包含層から出土した。時期は１４世

紀末から１５世紀初頭と推定される（佐藤２０１６）。２は東西基本土層４a 層から出土した遺物である。須恵

器の高台付杯である。高台を回転糸切りした底部に貼り付けている。時期は底部からの立ち上がりが垂直に上が

ることや底部の規模、高台の形から８世紀後半から９世紀前半のものと考えられる（佐藤１９９３）。　

その他の遺物は小片のため年代を特定できるものはなかった。

		

 

1)土器

色調

口径 底径 器高 外面 内面 （上＝外面，下＝内面）

1 A区 遺構面上面
土師質
土器

甕 〔5.2〕 ナデ ナデ
10YR7/4にぶい黄橙
10YR7/4にぶい黄橙

良

2 A区 黒褐色土（遺物包含層）覆土 須恵器 壺 〔3.9〕 回転ナデ
回転ナデ
ナデ

7.5YR5/3にぶい褐
N7/0灰白

良

3 A区 土層断面第3層（黒褐色土中） 須恵器 高台杯 (9.0) 〔1.2〕 回転ナデ
回転ナデ
ヘラ調整

N6/0灰
N6/0灰

良

4 B区 遺構検出時 土師器 甑 〔5.9〕
ナデ
指オサエ

ナデ
7.5YR7/6橙
10YR8/3浅黄橙

良

5 B区 遺構検出時 須恵器 不明 〔7.0〕 平行叩き ナデ
N6/0灰
N6/0灰

良

2)鉄器

長さ 幅 厚さ

6 A区 黒褐色土（遺物包含層）覆土 釘 8.2 1.5 1.0

3）陶器

口径 底径 器高 外面 内面 胎土 釉調 文様

7 表採 陶器 底部 (3.8) 〔2.1〕
施釉
回転ヘラケズリ

施釉
回転ナデ

2.5Y7/3浅黄 透明 細

法量（ｃｍ）

器種種類遺構調査区

法量（ｃｍ） 文様・調整

焼成

遺物
番号

調査区 遺構 種類

法量（ｃｍ）

遺物
番号

遺物
番号

（　）は推定値、〔　〕は残存値

調査区 遺構 種類 器種

普　2mm以下の長石・
石英・赤色粒を含む

普　3mm以下の長石・
石英・赤色粒を含む

普　2mm以下の長石・
石英・赤色粒を含む

普　1mm以下の長石・
石英を含む

胎土

普　3mm以下の長石・
石英・赤色粒を含む

文様・調整

胎土

色調

遺物レイアウト

第８図　　遺物実測図

表１　出土遺物観察表

1
2

4
5

7

6

3

0 10cm
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第 4章　まとめ

　今回の調査で古代以前の遺構を確認することができた。遺構から出土した遺物はないが、基本土層４a 層より

８世紀後半から９世紀前半の遺物が出土し、香川県教育委員会による多肥平塚遺跡の調査においても同時期頃の

遺構を確認していることから、同じ遺跡と推測される。しかし、遺構の密度は希薄で、多肥平塚遺跡の中でも希

薄な部分と推定される。周辺の地形を見ると、調査区は周辺よりも低地で近くに旧河道が存在した可能性がある。

香川県教育委員会の調査においても旧河道を検出していることから、多肥平塚遺跡周辺には何本もの旧河道が存

在したと考えられ、これに接した微高地の縁辺部に当たると推測される。現に、調査区から出水と考えられる噴

水地点が砂礫層部分で確認しており、現在も水脈が活きていると考えられる。

　また、東西基本土層で地震が原因と考えられる噴礫の立ち上がりを確認した（図４の A 層）。噴礫が起きる現

象は地質学的に液状化しやすい条件さえ整えば、激しい地震動のもとで、粗い粒子を多く含む地層でも液状化が

発生しうるとされる（寒川２００１）。噴礫は基本土層４a 層の上面で止まっており、９世紀以降から近世の間

に発生した地震と推定される。この間における、南海地震等の大規模地震で史書に残る地震の発生は、８８７

年の仁和地震（仁和３年７月３０日）（黒板１９７１）、１０９９年の康和地震（承徳３年正月２４日）（黒板

２０００）等が挙げられる。これら以外にも史書で確認されない地震によるものの可能性が挙げられるが、この

ような大規模地震の発生により、噴礫作用が働いたものと考えられる。

引用・参考文献

　大嶋和則１９９６『松林遺跡』高松市教育委員会

　大嶋和則２００４『松林遺跡（第２次調査）』高松市教育委員会

　大嶋和則２００６『多肥宮尻遺跡』高松市教育委員会

　黒板勝美１９６６『国史大系 日本三代実録 後篇 』吉川弘文館

　黒板勝美１９７３『日本紀略　後篇・百錬抄』吉川弘文館

　佐藤竜馬１９９３「香川県十瓶山窯跡群における須恵器編年」『考古学論叢 : 関西大学考古学研究室開設四拾

　　　　　　　　　　周年記念』関西大学考古学研究室

　佐藤竜馬２０１６「讃岐における古代～中世土器編年をめぐる基礎作業（１）９世紀後葉～１１世紀前葉の供

　　　　　　　　　　膳器種」『香川県埋蔵文化財センター年報平成２６年度』香川県埋蔵文化財センター

　寒川旭２００１　　「遺跡で検出された地震痕跡による古地震研究の成果」『活断層・古地震研究報告１』活断

　　　　　　　　　　層研究センター　

　高橋学１９９２　　「高松平野の地形環境 ‐ 弘福寺領山田郡田図比定地付近の微地形環境を中心に ‐ 」 『讃岐

　　　　　　　　　　国弘福寺領の調査 ‐ 弘福寺領讃岐国山田郡田図調査報告書』高松市教育委員会

　山下平重１９９９　『多肥松林遺跡』香川県教育委員会

　山下平重・蔵本晋司２０１３『多肥平塚遺跡』香川県教育委員会





写真図版



1　　　基本土層東西面（南から） ２　　　SD-1 土層断面（南から）

３　　　SD-1 完掘状況（南から） ４　　　SK-1 土層断面（北から）

５　　　SK-1 完掘状況（南から） ６　　　調査区全景（南から）

７　　　噴礫層確認状況（南から） ８ 出土遺物
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